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学
歴

１
９
７
２　

鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
卒
業

１
９
７
２　

東
京
大
学
教
養
学
部
入
学

１
９
７
７　

東
京
大
学
教
養
学
部
卒
業

１
９
７
７　

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科･

科
学
史
科
学
基
礎
論
専
門
課
程
入
学

１
９
７
９　

同
上
修
士
課
程
修
了

１
９
７
９　

同
上
博
士
課
程
進
学

１
９
８
２　

同
上
単
位
取
得
の
う
え
退
学

　
　
　
　
　

博
士
（
学
術
）﹇
東
京
大
学
﹈
２
０
０
８
年

職
歴
お
よ
び
研
究
歴

１
９
８
９　

長
崎
大
学
教
養
部
助
教
授

１
９
９
１　

東
洋
大
学
文
学
部
助
教
授

１
９
９
６　

東
洋
大
学
文
学
部
教
授

１
９
９
５　

ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
て
科
学
哲
学
の
研
究
（（
１
９
９
６
／
３
／
31
ま
で
）

河
本
英
夫
教
授
　
略
歴
・
業
績
一
覧
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学
内
活
動

学
科
・
分
野
主
任
（
一
九
九
六
、一
九
九
七
、二
〇
〇
一
、二
〇
〇
六
）

大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
専
攻
長
（
二
〇
一
三
│
二
〇
二
三
）

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
二
〇
〇
五
│
二
〇
二
二
）

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
一
│
二
〇
二
二
）

一
般
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
機
構
代
表
理
事
（
二
〇
一
〇
│
現
在
）

日
本
病
跡
学
会
理
事
（
二
〇
〇
九
│
現
在
）

著
書『

自
然
の
解
釈
学
│
ゲ
ー
テ
自
然
学
再
考
』（
海
鳴
社
、
一
九
八
四
／
十
二
）

『
諸
科
学
の
解
体
│
科
学
論
の
可
能
性
』（
三
峰
書
房
、
一
九
八
七
／
九
）

『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
│
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム
』（
青
土
社
、
一
九
九
五
／
六
）

『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス2001

』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
〇
／
一
）

『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
拡
張
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
〇
／
三
）

『
シ
ス
テ
ム
の
思
想
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
二
／
七
、
対
談
集
）

『
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
│
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
核
心
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
二
／
九
）
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『
シ
ス
テ
ム
現
象
学
│
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
第
四
領
域
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
六
／
六
）

『
哲
学
、
脳
を
揺
さ
ぶ
る
│
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
練
習
問
題
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
七
／
二
）

『
飽
き
る
力
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
〇
／
十
）

『
臨
床
す
る
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
』（
青
土
社
、
二
〇
一
〇
／
十
二
）

『
損
傷
し
た
シ
ス
テ
ム
は
い
か
に
創
発
・
再
生
す
る
か
』（
新
曜
社
、
二
〇
一
四
／
三
）

『〈
わ
た
し
〉
の
哲
学
』（
角
川
書
店
、
二
〇
一
四
／
五
）

『
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
コ
』（
私
家
版
、
文
京
堂
、
二
〇
一
四
／
十
二
）

『
マ
イ
ン
ド
モ
ン
ス
タ
ー
』（
私
家
版
、
文
京
堂
、
二
〇
一
五
／
四
）

『
不
連
続
点
Ⅰ
』（
私
家
版
、
文
京
堂
、
二
〇
一
五
／
七
）

『
第
三
系
統
論
』（
郭
連
友
訳
、
二
〇
一
六
、十
二
、
中
央
編
集
出
版
、
北
京
）

『
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
コ
』（
二
〇
一
七
、一
、
私
家
版
）

『
経
験
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
』（
二
〇
一
七
、九
、
青
土
社
）

『
哲
学
の
練
習
問
題
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
八
、四
）

『
シ
ス
テ
ム
的
制
作
プ
ロ
セ
ス
Ⅰ
』（
私
家
版
、
二
〇
一
八
、五
）

『
哲
学
の
困
惑
』（
私
家
版
、
二
〇
一
九
、十
二
）

『
哲
学
と
い
う
希
望
』（『
国
際
哲
学
研
究
』
別
冊
、
国
際
哲
学
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
、二
）

『
持
続
可
能
性
と
創
造
性
』（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
別
冊
、
国
際
哲
学
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
、二
）

『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
シ
ス
テ
ム

│
来
る
べ
き
自
然
知
能
の
メ
チ
エ
』（
学
芸
み
ら
い
社
、
二
〇
二
二
、二
）
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『
ア
ラ
カ
ワ
と
い
う
希
望
』（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号　

別
冊
、
二
〇
二
三
、二
）

『
情
報
科
学
技
術
社
会
』（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号　

別
冊
二
〇
二
三
、二
）

『
強
度
の
哲
学

│
変
化
率
の
文
化
生
態
学

│
こ
の
世
界
を
別
の
仕
方
で
生
き
る
た
め
に
』（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』）
〇
号　

別

冊
、
二
〇
二
三
、二
）

『
最
終
講
義
資
料
集
』（
論
集
刊
行
会
）
二
〇
二
四
、二

『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』（
論
集
刊
行
会
）
二
〇
二
四
、二

『
シ
ス
テ
ム
の
練
習
問
題
』（
論
集
刊
行
会
）
二
〇
二
四
、一
〇

『
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
』（
学
芸
み
ら
い
社
、
二
〇
二
四
、一
〇
）

編
著
・
共
編
著

『
真
理
へ
の
反
逆
│
知
識
と
行
為
の
哲
学
』（
富
士
書
店
、
一
九
九
四
／
二
、
共
編
著
）

『
精
神
医
学
』（
青
土
社
、
一
九
九
八
／
十
二
、
共
著
）

『
感
覚

│
世
界
の
境
界
線
』（
白
菁
社
、
一
九
九
九
・
十
一
、
共
編
著
）

『
哲
学
の
木
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
／
二
、
共
編
著
）

『
媒
体
性
の
現
象
学
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
二
／
七
、
共
編
著
）

『
他
者
の
現
象
学
Ⅲ
』（
北
斗
出
版
、
二
〇
〇
四
／
一
、
共
編
著
）

『
哲
学
を
つ
く
る
│
東
洋
大
学
哲
学
講
座
3
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
五
／
五
、
編
著
）

『
自
己
意
識
の
現
象
学
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
／
五
、
共
編
著
）
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『
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

│
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
挑
戦
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
／
三
、
共
編
著
）

『
エ
コ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』（
春
風
社
、
二
〇
一
五
、九
、
共
編
著
）

『
現
象
学
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』（
二
〇
一
七
、三
、
晃
洋
書
房
、
共
編
著
）

『
哲
学
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
』（
共
編
著
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
八
、三
）

『iH
um

an　

有
機
体─
人
間─

機
械
の
未
来
』（
共
編
著
、
学
芸
み
ら
い
社
、
二
〇
一
九
、三
）

『
見
え
な
い
世
界
を
可
視
化
す
る
哲
学
地
図
』（
共
編
著
、
学
芸
み
ら
い
社
、
二
〇
二
一
、三
）

『
現
象
学　

未
来
か
ら
の
光
芒
│
新
田
義
弘
教
授
追
悼
論
文
集
』（
編
著
、
学
芸
み
ら
い
社
、
二
〇
二
一
、三
）

『
知
の
創
発
と
危
機
の
デ
ッ
サ
ン
』（
編
著
）（
学
芸
み
ら
い
社
、
二
〇
二
二
、二
）

翻
訳ダ

ン
ト
『
物
語
と
し
て
の
歴
史
』（
国
文
社
、
一
九
八
九
／
二
）

マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
、
ヴ
ァ
レ
ラ
『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
』（
国
文
社
、
一
九
九
一
／
十
）

ヤ
ニ
ッ
ヒ
『
制
作
行
為
と
認
識
の
限
界
』（
共
訳
、
国
文
社
、
二
〇
〇
四
／
五
）

荒
川
修
作
・
マ
ド
リ
ン
ギ
ン
ズ
『
建
築
す
る
身
体
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
四
／
九
）

荒
川
修
作
・
マ
ド
リ
ン
ギ
ン
ズ
『
死
ぬ
の
は
法
律
違
反
で
す
』（
共
訳
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
七
／
八
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
作
品
（
共
同
制
作
）［
作
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
］

「
ホ
モ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
│
生
き
抜
く
こ
と
へ
の
讃
歌
」（
二
〇
〇
八
）
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「
メ
メ
ン
ト
・
イ
マ
ジ
カ
│
身
体
の
記
憶
へ
」（
二
〇
〇
九
）

「
デ
ィ
ア
・
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
│
魂
の
目
覚
め
に
」（
二
〇
〇
九
）

「
テ
ン
ダ
ー
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
│
来
た
る
べ
き
自
己
へ
」（
二
〇
一
〇
）

「
モ
ア
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
│
認
知
の
彼
方
へ
」（
二
〇
一
一
）

「
セ
ル
フ
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
・
ア
ゲ
イ
ン
│
記
憶
へ
の
旅
た
ち
の
日
々
へ
」（
二
〇
一
四
）

「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
メ
モ
リ

│
身
体
記
憶
の
彼
方
へ
」（
二
〇
一
五
）

論
文
（
単
著
・
論
集
の
分
担
執
筆
を
含
む
）

*

「
19
世
紀
生
物
学
の
自
然
観
の
研
究
」『
科
学
史
研
究
』
一
九
八
一
、一
二
）

「
19
世
紀
生
物
学
の
流
れ
」（『
20
世
紀
自
然
科
学
史
』
第
六
巻
、
三
省
堂
、
一
九
八
二
、四
）

*

「
第
二
科
学
革
命
の
地
平
（
Ⅰ
）　

目
的
論
的
契
機
」『
生
物
学
史
研
究　

一
九
八
二
、一
〇
』
四
五─

五
二

「
ポ
ス
ト
パ
ラ
ダ
イ
ム
科
学
論
」（『
パ
ラ
ダ
イ
ム
再
考
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
、一
〇
）

*

「
客
観
性
の
政
治
学
と
し
て
の
科
学
」（『
現
代
思
想
』
一
九
八
六
、八
、）
九
六─

一
〇
五

*

「
物
語
と
時
間
化
の
隠
喩
」（『
現
代
思
想
』
一
九
八
七
、五
）
八
〇─

八
九

「
社
会
的
行
為
と
し
て
の
科
学
」（『
科
学
史
』
弘
文
堂
所
収
、
一
九
八
七
、一
〇
）
一
六
四─

二
〇
六

*

「
未
規
定
的
な
直
接
性
と
し
て
の
自
然
」（『
現
代
思
想
』
一
九
八
八
、二
）
一
〇
六─

一
一
七

*

「
進
化
と
人
種
」（『
現
代
思
想
』
一
九
八
八
、一
二
）
一
一
〇─

一
二
二

「
近
代
生
理
学
の
分
節
と
制
度
形
成
」（『
講
座
科
学
史
』
第
一
巻
倍
風
館
所
収
、
一
九
八
九
、一
一
）
三
二
三─

三
四
九



9

「
生
命
概
念
の
歴
史
的
展
開
」（『
長
崎
か
ら
い
の
ち
を
考
え
る
』
長
崎
大
学
、
一
九
九
〇
、六
）

「Force and C
ausality

」（『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
』
長
崎
大
学
、
一
九
九
〇
、七
）

*

「
ゲ
ー
テ
色
彩
論
と
近
代
科
学
」（『
ゲ
ー
テ
年
鑑
』
第
32
号
、
一
九
九
〇
、九
）
一─

一
五

「
円
環　

禁
止　

権
力
」（『
哲
学
の
冒
険
』
第
六
巻
岩
波
書
店
所
収
、
一
九
九
〇
、一
〇
）
八
一─

一
二
五

「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
」（『
講
座
ド
イ
ツ
観
念
論
』
第
四
巻
、
一
九
九
〇
、一
一
）
八
一─

一
二
五

「
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（『
数
理
科
学
』
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
二
、一
）

*

「
リ
ビ
ド
ー
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
イ
マ
ー
ゴ
』
一
九
九
二
、三
）
一
二
六─

一
三
四

「
生
命
」（『
科
学
と
は
何
か
―
―
12
の
フ
ォ
ー
カ
ス
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
二
、五
）

*

「
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム
ー
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
1
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
二
、八
）
一
三
四─

一
五
六

*

「
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム—

オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
2
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
二
、一
一
）
一
三
九─

一
五
六

*

「
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム
―
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
3
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
三
、三
、四
）
一
五
六─

一
六
八
、二
七
六─

二
九
四

*

「
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム
―
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
4
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
三
、九
）
三
八─

六
三

*

「
精
神
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
イ
マ
ー
ゴ
』
一
九
九
四
、一
）

*

「
眼
に
は
内
部
も
外
部
も
な
い
」（『
イ
マ
ー
ゴ
』
一
九
九
四
、二
）

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
・
シ
ス
テ
ム
」（『
講
座
現
代
哲
学
』
第
12
巻
岩
波
書
店
所
収
、
一
九
九
四
、四
）

*

「
動
き
と
か
た
ち
」（『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
一
九
九
四
、一
一
）

「
科
学
と
社
会
―
シ
ス
テ
ム
理
論
と
科
学
」（『
シ
ス
テ
ム
と
共
同
性
』
昭
和
堂
所
収
、
一
九
九
四
、一
一
）

*

「
疾
走
し
つ
づ
け
る
も
の
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
五
、一
〇
）
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「
環
境
概
念
と
シ
ス
テ
ム
哲
学
」（『
講
座
環
境
科
学
』
第
14
巻
朝
倉
書
店
所
収
、
一
九
九
六
、四
）

『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
に
も
と
づ
く
研
究
評
価
論
』（
科
学
技
術
政
策
研
究
所　

講
演
録
、
一
九
九
六
／
十
二
）

*

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
認
知
の
機
構
」（『
日
本
フ
ァ
ジ
ー
学
会
誌
』Vol.9,N

o.5,

一
九
九
七
、十
）
六
二
九─

六
三
六

*

「
光
と
色
│
ゲ
ー
テ
と
ウ
イ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
八
、一
）

*

「
科
学
的
理
性
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
八
、十
一
）

「
制
作
の
回
路
」（『
講
座
科
学
技
術
と
人
間
』
岩
波
書
店
所
収
）

*

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
1
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
九
、四
）
一
五
四─

一
七
三

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
講
座
転
換
期
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
、四
）

*

「
狂
気
の
傍
ら
を
通
り
過
ぎ
る
こ
と
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
九
、五
）
一
八
九─

一
九
九

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
組
織
の
変
貌
」（『N

IR
A

』
一
九
九
九
、五
）

*

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
2
」（『
現
代
思
想
』
一
九
九
九
、九
）
一
七
八─

一
八
三

「
感
覚
の
精
神
病
理
」（『
感
覚
』
白
菁
社
所
収
、
一
九
九
九
、十
一
）
二
〇
一─

二
一
九

*

「
ゲ
ー
テ
色
彩
論
は
ど
の
よ
う
な
科
学
か
」（『
思
想
』
一
九
九
九
、十
二
）
三
五─

四
八

*

「
ヘ
ー
ゲ
ル
自
然
哲
学
と
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
』
一
九
九
九
、十
二
）

*

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
論
理
」（『
理
想
』
二
〇
〇
〇
、一
）
一
一
一─

一
二
〇

*

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
3
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
〇
、四
）
二
四
六─
二
六
〇

「
庄
子
的
行
為
論
与
自
造
」（『
哲
学
的
時
代
課
題
』
二
〇
〇
〇
、十
二　

中
国
語
論
文
）
二
四
三─

二
五
二

*

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
4
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
〇
）
二
二
一─

二
四
三
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*
「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
二
重
作
動
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
）
一
四
二─

一
五
三

「
科
学
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」（『
20
世
紀
の
定
義
（
5
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
）
二
六
七─

二
八
九

「
疾
病
と
因
果
性
」（『
白
山
哲
学
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
一
）
六
七─

八
九

*

「
シ
ス
テ
ム
と
環
境
」（『
環
境
情
報
科
学
』
二
〇
〇
一
）
二
二─

二
六

「
光
に
つ
い
て
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
一
）
二
〇
七─

二
一
五

「
宿
命
反
転
前
夜
」（『SA

P
』
二
〇
〇
一
、六
）
三
二─

四
一

「
陽
気
な
ヴ
ァ
レ
ラ
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、七
）

*

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
5
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、十
）
二
〇
六─

二
二
三

*

「
シ
ス
テ
ム
と
現
象
学
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、十
二
）
二
六
〇─

二
七
二

「
存
在
の
裂
け
目
」（『
科
学
・
環
境
・
生
命
を
読
む
』
二
〇
〇
二
、三
）
四
六─

五
九

*

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
6
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
二
、四
）
一
九
〇─

二
〇
九

「
シ
ス
テ
ム
と
科
学
の
哲
学
」（『
哲
学
を
生
き
る
』
知
泉
書
館
所
収
、
二
〇
〇
二
、四
）
八
一─

一
二
〇

「
速
度
と
感
覚
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
二
、五
）
一
四
七─
一
六
一

「
極
微
に
触
れ
る
」（『Intercom

m
unication

』N
o.41

、
二
〇
〇
二
、六
）
一
四
七─

一
六
一

「
口
腔
感
覚
の
可
能
性
」（『
談
』
二
〇
〇
二
、十
一
）
二
一─

三
一

「
二
重
性
の
変
奏
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
二
、十
二
）
二
一
八─

二
二
六

*

「
遂
行
的
記
憶
」（『
哲
学
雑
誌
』
本
郷
哲
学
会
機
関
紙
二
〇
〇
三
、九
）
一
二
〇─

一
三
六

「
物
性
の
自
己
組
織
化
」（『W

eb

マ
ガ
ジ
ンen

』
二
〇
〇
四,

一
）
一─

八
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*
「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
系
と
し
て
の
脳
」（『
生
体
の
科
学
』
二
〇
〇
四
、二
）
七
一─

七
六

「
活
動
の
哲
学
」（『
白
山
哲
学
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
四
、三
）
一
八
九─

二
一
五

*T
he M

ystery of N
agi's R

yoanji 

： A
rakaw

a and G
ins and A

utopoiesis, In 

：Interfaces U
niversitē Paris 7–D

enis D
iderot, 

21/22, 2004, 5, 85-102.

「
生
命
の
幾
何
学
か
ら
建
築
的
身
体
へ
」（『
建
築
す
る
身
体
』
春
秋
社
所
収
、
二
〇
〇
四
、九
）
一
五
〇─

一
七
〇

「
身
体
の
シ
ス
テ
ム
」（『
白
山
哲
学
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
五
、三
）
二
七─

六
一

「
技
術
の
人
間
学
」（『
哲
学
を
つ
く
る
』
知
泉
書
館
所
収
、
二
〇
〇
五
、五
）
一
四
九─

一
六
五

*

「
遂
行
的
イ
メ
ー
ジ
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
五
、七
）
六
四─

七
八

*

「
自
己
組
織
化
と
進
化
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
六
、二
）
七
五─

八
七

「
人
間
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（『
白
山
哲
学
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
、三
）
一
五─

七
三

「
情
動
・
感
情
の
シ
ス
テ
ム
」（『
白
山
哲
学
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
、三
）
七
五─

一
二
五

*N
oue Form

lierung der A
utopoiese, In 

： Leben als Phaenom
en, K

oenigshausen &
 N

eum
ann, 2006,5, 190-198.

「
注
意
と
像
思
惟
」（『
寅
彦
と
冬
彦
』
岩
波
書
店
所
収
、
二
〇
〇
六
、六
）
一
七
五─

二
〇
〇

*

「
身
体
論
の
課
題
」（『
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
〇
六
、七
）
一─

一
七

*

「
発
達
の
現
象
学
」（『
認
知
運
動
療
法
研
究
』N

o.6

、
二
〇
〇
七
、三
）
三
五─

四
九

「
生
命
の
自
己
制
作
」（『
生
命
と
自
己
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
、三
）
四
五─

六
二

「
デ
ッ
サ
ン
の
運
動
学
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
青
土
社
、
二
〇
〇
七
、三
）
八
八─
九
六
。

「
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ
イ
ン

│
探
求
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
七
、三
）
一
五
三─
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一
六
二

*
「
発
達
の
リ
セ
ッ
ト
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
七
、五
）
五
六─

六
八

*

「
精
神
問
題
学
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
七
、七
）
一
一
八─

一
二
八

「
総
力
戦
Ⅱ　

ア
ラ
カ
ワ
＋
ギ
ン
ズ
のZ

の
そ
の
向
こ
う
」（『
死
ぬ
の
は
法
律
違
反
で
す
』
春
秋
社
所
収
、
二
〇
〇
七
、八
）
三
五
七─

三
八
六

「
病
と
経
験
の
可
能
性
」（『SIT

E
 ZE

R
O

』﹇
一
﹈　

二
〇
〇
七
、九
）
四
二─

五
四

*

「
言
語
シ
ス
テ
ム
」（『
思
想
』
二
〇
〇
七
、一
一
）
一
七
九─

一
九
三

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
展
開
」（『
現
代
に
挑
む
哲
学
』
学
文
社
、
二
〇
〇
七
、十
一
）
一
九
六─

二
〇
七

「
認
知
行
為
シ
ス
テ
ム
」（『
白
山
哲
学
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
八
、三
）
一─

四
六

*

「
身
体─

空
間
の
現
れ
」（『
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
〇
八
、三
）
一
八
四─

一
九
七

「
ホ
モ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
八
、三
）
一
五
七─

一
六
四
。﹇D

V
D

作
品
台
本
﹈

*

「
触
覚
性
マ
ル
チ
テ
ュ
ー
ド
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
八
、五
）
一
一
二─

一
一
七

「
シ
ス
テ
ム
と
認
知

│
リ
ハ
ビ
リ
経
験
の
拡
張
」（『La plasticita della m

ente

』
二
〇
〇
八
、七
）pp

二
二─

三
〇

*

「
生
命
の
科
学
と
治
療
的
介
入
」（『
日
本
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
徒
手
医
学
会
誌Journal

』
二
〇
〇
八
、七
）

Vol.9, pp

七─

一
三

*

「
行
為
と
し
て
の
意
識
」（『
哲
学
論
集
』
第
三
七
号
、
上
智
大
学
哲
学
科
、
二
〇
〇
八
、九
）
一─

一
八

「
認
知
行
為
シ
ス
テ
ム
」（『
哲
学
講
座
第
4
巻　

知
識
・
情
報
の
哲
学
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
、十
）
一
二
一─

一
四
〇

「
自
己
組
織
化
と
進
化

│
理
論
内
部
の
隙
間
を
ど
う
考
え
る
か
」『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
み
た
生
命
的
シ
ス
テ
ム
の
進
化
と
意
義
』
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（
国
際
高
等
研
究
所
、
二
〇
〇
八
、十
）
二
五─

三
六

*
「
構
造
と
シ
ス
テ
ム
」『
思
想
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
、十
二
）
一
二
五─

一
四
三

*

「
曖
昧
な
豊
か
さ
の
彼
方
へ
」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
八
、十
二
）
一
五
六─

一
六
七

*

「
ア
ラ
カ
ワ
の
方
法
」『
日
本
病
跡
学
雑
誌
』N

o.76,

二
〇
〇
八
、十
二
、三
八─

四
五

「
自
己
組
織
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
制
作
」
木
村
敏
・
坂
部
恵
編
『〈
か
た
り
〉
と
〈
作
り
〉』（
河
合
出
版
、
二
〇
〇
九
、一
）
一
八
四─

二
〇
四

「
認
知
運
動
療
法
と
い
う
技
法
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
三
号
（
東
洋
大
学T

IE
PH

、
二
〇
〇
九
、三
）
九
三─

一
〇
八

「
創
造
性
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
」『
白
山
哲
学
』
第
四
三
号
（
東
洋
大
学
哲
学
科
、
二
〇
〇
九
、三
）
一
六
一─

一
九
二

「
メ
メ
ン
ト
・
イ
マ
ジ
カ

│
身
体
の
記
憶
へ
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
研
究
』第
三
号
、二
〇
〇
九
、三
）　

一
〇
九─

一
一
八
。﹇D

V
D

作
品
台
本
﹈

「Francisco J. Varela

の
思
想
と
神
経
現
象
学
の
展
開
」『
箱
根
精
神
薬
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（
精
神
薬
理
研
究
会
、
二
〇
〇
九
、四
）
五

─

二
三
頁

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
人
間
再
生
」『
創
発
シ
ス
テ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（
創
発
科
学
会
、
二
〇
〇
九
、八
）
五
三─

六
三

*

「
複
雑
系
と
環
境
」『
哲
学
の
現
在
』
所
収
（
日
本
哲
学
会
国
際
交
流W

G

編
、
二
〇
〇
九
、九
）
三
三─

三
九

*

「
行
為
の
現
象
学
へ
」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
九
、十
二
）
一
七
四─

一
八
六

「
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
と
環
境
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
入
門
』（
松
尾
友
矩
他
編
、
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
〇
九
、十
二
）

一
〇
一─

一
一
六

「
認
知
運
動
療
法
と
い
う
技
法
（
続
）」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
四
号
（
東
洋
大
学T

IE
PH

、
二
〇
一
〇
、三
）
九
三─

一
一
一
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「
発
達
試
論
」『
白
山
哲
学
』
第
四
四
号
（
東
洋
大
学
哲
学
科
、
二
〇
一
〇
、三
）
一
一
一─

一
三
二

「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
テ
ン
シ
ョ
ン
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
四
号
別
冊
（
東
洋
大
学T

IE
PH

、
二
〇
一
〇
年
、
三
）
五
七─

六
四

「
デ
ィ
ア
・
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
四
巻
（
東
洋
大
学
、T

IE
PH

,

二
〇
一
〇
年
、
三
）
一
一
三─

一
二
三
﹇D

V
D

作
品
台
本
﹈

*

「
免
疫
的
行
為
」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
一
〇
、七
）
一
五
二─

六
〇

「
そ
れ
で
も
天
命
は
反
転
す
る

│
追
悼
荒
川
修
作
」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
一
〇
、七
）
二
二
二─

二
五

*

「
創
発
と
現
実
性
」『
思
想
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
、七
）
七
六
│
九
七

*

「
障
害
の
傍
ら
を
通
り
過
ぎ
る
」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
一
〇
、十
）
一
七
四─

一
八
七

*

「
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
」『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
創
刊
号
（
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
、十
）
一─

九

「
言
語
は
身
体
に
何
を
語
る
かI

」『
白
山
哲
学
』（
東
洋
大
学
哲
学
科
、
二
〇
一
一
、三
）
一
二
五─

一
四
五

*

「
生
物
多
様
性
と
い
う
課
題
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
五
巻
（
東
洋
大
学
、T

IE
PH

,

二
〇
一
一
、三
）
八
三─

九
二

「
テ
ン
ダ
ー
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
五
巻
（
東
洋
大
学
、TIE

PH
,

二
〇
一
一
、三
）
一
一
七─

一
二
七.

﹇D
V

D

作
品
台
本
﹈

*

〝B
ildung der Sinne Von der P

oiesis zur A
utopoiesis,

〞 in ; Y.N
itta/ T.T

ani 

（H
g.

） A
ufnam

e und A
ntw

ort, 

K
oenighauzen &

 N
eum

ann, 2011,S.159-171.

*

〝T
he conceptions of environm

ent and 

‘eco-philoophyʼ

〞, in 

：A
. Sum

i, N
. M

im
ura and T.M

asui, C
lim

ate C
hange and 

G
lobal Sustainability ; A

 H
olistic A

pproach. U
nited N

ations U
P, 2011,pp.241-257.
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「
人
類
の
社
会
実
験　

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
『
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
』」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
一
一
、六
、一
九
〇─

一
九
三

*
「
痛
み
の
シ
ス
テ
ム
現
象
学
」『
現
代
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇
一
一
、八
）
一
四
八─

一
五
九

*

「
現
実
性
と
希
望
の
輪
郭
」『
イ
マ
ー
ゴ
』（
青
土
社
、
二
〇
一
一
、九
）
一
四
六─

五
一

「
精
神
療
法
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
」『
臨
床
精
神
病
理
』（
星
和
書
店
、
二
〇
一
一
、九
）
一
五
七─

一
六
〇

*

〝L

’A
U

T
O

PO
IE

SE
 E

T
 L

’IN
D

IV
ID

U
 E

N
 T

R
A

IN
 D

E
 SE

 FA
IR

E

〞, Y. B
rés, D

. M
erllié, R

 E
V

U
E

 PH
ILO

SO
PH

IQ
U

E
, 

2011,9, p. 347-363.

*

「
経
験
の
可
能
性
の
拡
張
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
」『
日
本
病
跡
学
会
誌
』（
日
本
病
跡
学
会
、
二
〇
一
一
、十
二
）
一
五─

二
二

*

「
発
達
論
の
難
題
」『
発
達
心
理
学
研
究
』（
日
本
発
達
心
理
学
、
二
〇
一
一
、十
二
）
第
二
二
巻
、
第
四
号
、
三
三
九─

三
四
八

*

「
復
興
の
デ
ザ
イ
ン
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』（T

IE
PH

,

二
〇
一
二
、三
）
第
六
巻
別
冊
、
六
一─

八
〇

“C
haos, A

utopoiesis and/or Leonardo da V
inci/A

rakaw
a

”, E
co-Philosophy, Vol.6 （T

IE
PH

）2012,3,85-89

「
詩
人
と
い
う
使
命I

」『
白
山
哲
学
』（
東
洋
大
学
哲
学
科
、
二
〇
一
二
、三
）
一
一
一─

一
三
四

「
モ
ア
・
ヴ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

│
認
知
の
彼
方
へ
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』（T

IE
PH

、
二
〇
一
二
、三
）
第
六
巻　
　
﹇D

V
D

作
品
台
本
﹈
一
〇
九─

一
二
四

「
経
験
の
可
能
性
の
拡
張
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
」（
加
藤
敏
編
『
レ
ジ
リ
ア
ン
ス　

文
化　

創
造
』
金
原
出
版
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

一
五
五─

一
六
九

「
稀
な
る
も
の
」（
人
見
眞
理
『
発
達
と
は
何
か
』
解
題
、
青
土
社
、
二
〇
一
二
、六
）
三
九
八─

四
一
五

*

「
生
命
シ
ス
テ
ム
の
論
理
」（『
現
代
思
想
』
青
土
社
、
二
〇
一
二
、七
）
一
三
二─

一
四
三

*

「
臨
床
美
術
の
可
能
性
」（『
臨
床
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』Vol.1 N

o.1,　

二
〇
一
二
、十
）
三
三─

四
〇



17

*
「
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
1

│
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
難
題
」（『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』N

o.1

、

二
〇
一
二
、十
一
）
一─

一
六

*

“C
haos, A

outopoiesis and/or Leonardo da V
inci/A

rakaw
a

”, in

： J.K
eane &

 T. G
lazebrock, A

rakaw
a and G

ins, a 

special issue of Inflexions,  Inflexions Journal, N
o.6, 2013,2, 103-111

「
チ
ェ
ジ
ュ
記
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
七
巻
、T

IE
PH

、
二
〇
一
三
、三
）　

九
三─

一
〇
二

「
農
の
シ
ス
テ
ム
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
七
巻
、T

IE
PH

,　

二
〇
一
三
、三
）　

七
三─

八
二

「
一
生
「
束
の
間
の
少
年
」
で
あ
る
こ
と
1
」（『
白
山
哲
学
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
三
、三
）　

九
一─

一
〇
九

「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
メ
モ
リ
ー　

情
動
記
憶
の
彼
方
へ
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
七
巻
、T

IE
PH

、
二
〇
一
三
、三
）﹇D

V
D

作

品
台
本
﹈　

一
〇
三─

一
一
三

「『
飽
き
』
は
個
性
を
伸
ば
す
好
機
」（『T

raining Journal

』
二
〇
一
四
、八
）
十
二─

二
〇

「
柳
田
國
男
の
農
業
文
化
環
境
論
1
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
八
巻
、T

IE
PH

、
二
〇
一
四
、三
）
一
一─

二
〇

「
ウ
エ
ス
ト
・
コ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
八
巻
、T

IE
PH

,

二
〇
一
四
、三
）
一
〇
五─

一
一
五

「
エ
コ
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
1

│
『
環
境
金
融
』
解
題
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
八
巻
、T

IE
PH

,

二
〇
一
四
、三
）
一
一
七─

一
二
四

「
セ
ル
フ
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
八
巻
、T

IE
PH

、
二
〇
一
四
、三
）﹇D

V
D

作
品
台
本
﹈
一
七
三─

一
八
〇

「
一
生
「
束
の
間
の
少
年
」
で
あ
る
こ
と
2
」（『
白
山
哲
学
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
四
、三
）
一
一
三─

一
三
七

*

「
触
覚
性
コ
ス
モ
ス
」（
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

B
ooklet 22

、
二
〇
一
四
、四
）
十
二─

二
二



18

*
「
シ
ス
テ
ム
的
精
神
病
理
」『
臨
床
精
神
病
理
』（Vol.

三
五,

二
〇
一
四
、四
）
五
一─

五
八

*
「
ラ
デ
ィ
オ
ア
ク
テ
ィ
ヴ
奥
の
細
道
」（『
白
山
哲
学
』
二
〇
一
五
年
二
月
）
四
九─

六
四

*

「
想
像
界
と
ネ
ッ
ト
界
」（
西
垣
通
編
『
ユ
ー
ザ
ー
が
つ
く
る
知
の
か
た
ち
』
角
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
二
五─

一
五
八

*

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と
は
何
か
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
第
9
号
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
一─

二
三

「
大
地
の
熱

│
八
丈
島
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
第
9
号
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
二
〇
七─

二
一
八

「
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
第
9
号
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
七
七─

一
九
二

「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
ド

│
熊
野
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
第
9
号
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
九
三─

二
〇
六

*

「
方
法
と
し
て
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（
村
上
勝
三
編
『
越
境
す
る
哲
学
』
春
風
社
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）
七
三─

九
三

*

「
シ
ス
テ
ム
的
制
作
プ
ロ
セ
ス

│D
,
リ
ン
チ
」（『
病
跡
学
会
誌
』
第
九
〇
号
）
一
〇─

一
八

*

「
宇
宙
の
弾
力

│
哲
学
史
か
ら
の
エ
ッ
セ
イ
」（『JA

X
A

人
文
社
会
科
学
連
携
活
動
報
告
、
二
〇
一
六
年
三
月
』
一
二
五─

一
三
一

「
フ
ク
シ
マ
・
レ
ヴ
ィ
ジ
テ
ッ
ド
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
号
二
〇
一
六
、二
）
九
九─

一
〇
八

「
生
命
の
異
系

│
モ
ン
ゴ
ル
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
号
、
二
〇
一
六
、二
）
一
〇
九─

一
二
一

「
シ
ス
テ
ム
的
制
作
プ
ロ
セ
ス

│
造
形
力
学
1
」（『
白
山
哲
学
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
二
一─

三
八

「
現
代
史
」（
永
井
良
三
他
編
『
医
と
知
の
航
海
』（
西
村
書
店
、
二
〇
一
六
、七
）
二
〇
四─

二
二
三

*

「
ゲ
ー
テ
自
然
学
と
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
六
、十
一
）
二
四─

三
六

「
美
と
真
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
一
七
、二
）
一
六
二─

一
六
五

「
シ
ス
テ
ム
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
別
冊Vol.11

）
一─

一
四

*

「
自
然
と
い
う
現
実
性
」（『
国
際
哲
学
研
究
紀
要
』
別
冊Vol.9

）
二
七─

五
二
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「
チ
バ
ニ
ア
ム
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』Vol.11

）
九
三─

九
九

「
シ
ス
テ
ム
的
介
入
の
最
近
接
領
域
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』Vol.11

）
八
三─

九
二

「
空
の
岩　

大
地
の
岩　

水
の
岩
」（『
白
山
哲
学
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
七
、二
）
六
五─

八
三

*

「
文
明
創
発
の
舞
踏

│
笠
井
叡
氏
の
講
演
に
寄
せ
て
」『
病
跡
学
研
究
』（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）　

一
七─

二
二

「
リ
ヴ
ァ
ー
ス
ド
・
ツ
イ
ン
」『
現
代
思
想
』（
二
〇
一
八
年
二
月
）
八
〇─

八
三

「
海
と
山
の
狭
間

│
石
巻
の
再
生
・
展
開
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ーVol.12

』（
二
〇
一
八
年
三
月
）
六
五─

七
二

「
環
境

│
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ーVol.12

』（
二
〇
一
八
年
三
月
）
七
三─

八
三

*

「
超
学
習
す
る
機
械　

ソ
ー
ム　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」『
国
際
哲
学
研
究
紀
要
別
冊　

情
報　

身
体　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
二
〇
一
八
年

三
月
）
五
五─

七
九

*

「
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
夢
」『
国
際
哲
学
研
究
紀
要
別
冊　

情
報　

身
体　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
二
〇
一
八
年
三
月
）
四
一─

五
四

*

「
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
セ
ッ
ト
」『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究Vol.4

』（
二
〇
一
八
年
三
月
）
一─

七

「
シ
ス
テ
ム
的
制
作

│
文
明
創
発
の
舞
踏
・
笠
井
叡
」『
白
山
哲
学
』（
二
〇
一
八
年
三
月
）
二
三─

三
九

*

「
世
界
と
い
う
現
実
性
」（『
新
実
在
論
の
可
能
性
』
国
際
哲
学
研
究
別
冊
一
一
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
九
三─

一
一
五

「
鉄
の
途
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』Vol.13

、
二
〇
一
九
年
三
月
）
二
五─

三
八

「
青
の
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』Vol.13

、
二
〇
一
九
年
三
月
）
一
三─

二
三

*

「
仮
想
現
実
は
、
ど
の
よ
う
な
現
実
か
」（『
情
報
科
学
技
術
社
会
』
国
際
哲
学
研
究
別
冊
十
二
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
四
九─

六
四

*

「
自
然
知
能
と
ソ
フ
ト
・
ロ
ボ
ッ
ト

│
科
学
哲
学
的
考
察
」（『
情
報
科
学
技
術
社
会
』
国
際
哲
学
研
究
別
冊
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

六
五─

七
六
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*
「
シ
ス
テ
ム
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」（『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』Vol.4

、
二
〇
一
九
年
三
月
）
三
九─

四
七

「
浮
遊
す
る
島
」（『
白
山
哲
学
』Vol.53

、
二
〇
一
九
年
三
月
）
二
七─

四
六

「
活
動
の
哲
学
：
ド
イ
ツ
観
念
論
と
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
立
命
館
哲
学
』
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一─

二
〇
。

「
渡
良
瀬

│
歴
史
的
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
向
け
て
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
四
七─

五
八

「
民
族
の
罠

│
論
争
の
地
経
学
的
生
態
学
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
五
九─

七
九

「
自
然
知
能

│
職
人
の
哲
学
：
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
一─

四
五

*

「Tow
ard the C

onception of W
orld philosophy in 22th C

entury

」（『
国
際
哲
学
研
究
』
九
号
、
二
〇
二
〇
、三
）
四
一─

五
〇

*

「
情
報
と
い
う
現
実
性
」（『
国
際
哲
学
研
究
別
冊
』
一
三
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
二
一─

四
八

*

「
ト
ー
タ
ル
・
リ
セ
ッ
ト
」（『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
五
三─

六
〇

「
負
量
と
い
う
現
実
性
」（『
白
山
哲
学
』
二
〇
二
〇
年
三
月
）
二
三─

四
八

*

「
可
能
性
の
生
物
学
史
」『
生
物
学
史
研
究　

N
o,100

』（
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）
六
九─

七
二

*

「
芸
術
は
ど
の
よ
う
な
運
動
か
」『
最
新
精
神
医
学
』（
第
二
五
巻
、
第
五
号
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）
三
九
三─

三
九
八

*

〝Tow
ard the 22nd-C

entury W
orld Philosophy

： Philosophy as a R
esearch Program

 II

〞（『
国
際
哲
学
研
究
』
十
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
）
九─

二
二

*

「
東
洋
的
フ
ラ
ク
タ
ル

│
三
浦
梅
園
の
構
想
」（『
国
際
哲
学
研
究
別
冊
』
一
四
、二
〇
二
一
年
三
月
）
七─

二
四

「
シ
ス
テ
ム
の
実
験
か

│
チ
ャ
イ
ナ
・
コ
ー
ド
の
地
経
学
的
生
態
学
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
五
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

一
三─

四
九
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「
水
の
夢
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
五
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
五
一─

六
七

「
公
共
性
の
生
態
学
的
モ
ー
ド
│
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
1
波
（2020

年
1
月─

5
月
）」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
五
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
）
一
二
七─

一
四
二

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド

│
佐
渡
周
遊
」（『
白
山
哲
学
』
五
五
巻
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
七─

三
三

＊
〝H

ope in Philosophy---Tow
ard a W

orld Philosophy for the 22nd C
entury

：Philosophy as a Program
 3

〞（『
国
際
哲

学
研
究
』
第
一
一
巻
、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
一
六
三─

一
七
三

「
情
報
生
態
学
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
一
六
巻
、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
一
一─

五
一

「
科
学
的
対
応
可
能
性
の
地
政
学
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
一
六
巻
、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
二
月
）

五
三─

六
五

「
市
場
と
メ
デ
ィ
ア
の
出
現

│
狩
猟
採
集
民
・
農
耕
牧
畜
民
・
遊
牧
民
（『「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
第
一
六
巻
、
国
際
哲
学
研

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
六
七─

七
九

6
．「
果
敢
な
挑
戦
と
リ
ス
ク
」（『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』Vol.6

、国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、二
〇
二
二
年
二
月
）

三
七─

四
四

「
霊
の
迷
い
場
」（『
白
山
哲
学
』
第
五
六
巻
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
二
一─

四
二

「
シ
ス
テ
ミ
ッ
クSD

G
s---

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
中
心
に
」、
東
洋
大
学PPP

研
究
セ
ン
タ
ー
編
著
『
公
民
連
携
白
書2022-2023SD

G
s

の

限
界
と
展
望
』（
時
事
通
信
社
、
二
〇
二
三
年
、
二
月
）
十
二─

一
八

「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
位
相
学
的
地
政
学
」（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
三─

二
五

「
ゾ
ン
ビ
神
経
症
の
生
態
学

│
│
学
習
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
」（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
二
七─
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四
一

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
1

│
シ
ス
テ
ム
の
変
貌
」（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
四
三─

六
三

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
3

│
原
型
の
解
釈
学
」（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
六
五─

八
四

「
シ
ス
テ
ム
の
分
岐
1　

マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ
ウ
ム
・
プ
レ
ー
ヤ
ー　

│
│
媒
体
と
し
て
の
存
在

│
貝
原
益
軒
」（『
シ
ス
テ
ム
文
化

生
態
学
』
〇
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
八
五
ー
一
〇
二

「
シ
ス
テ
ム
の
分
岐
3　

創
発
的
マ
シ
ー
ン

│
平
賀
源
内
の
イ
メ
ー
ジ
的
多
動
」（『
シ
ス
テ
ム
文
化
生
態
学
』
〇
号
、
二
〇
二
三
年

二
月
）
一
〇
三─

一
二
四

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」（『
白
山
哲
学
』
三
七
巻
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
二
一─

四
三

「
哲
学
入
門　

ア
ー
ト
＋
プ
ロ
セ
ス
」（
古
川
聖
他
編　
『
ア
ー
ト
を
ひ
ら
く
』
福
村
出
版
、
二
〇
二
四
年
一
月
）

「
息
づ
く
も
の
、
佇
む
も
の
、
暮
ら
す
も
の

│
工
藝
の
民
俗
学
」（『
白
山
哲
学
』
三
八
巻
、
二
〇
二
四
年
三
月
）

概
論
・
書
評
・
対
談
・
事
典
項
目

〝T
he T

heory of Life in the E
arly 20th C

entury

〞,
（H

istoria Scientiarum
, 1983,12

）﹇
学
会
欧
文
誌
書
評
﹈

「
事
故
（
＝
偶
然
）
を
捉
え
な
お
す
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
八
九
、十
二
）﹇
科
学
技
術
論
回
顧
﹈

「
生
活
感
覚
の
基
層
の
変
化
を
解
明
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
〇
、四
）﹇
書
評
﹈

「
す
で
に
透
明
で
停
滞
感
の
あ
る
環
境
問
題
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
〇
、十
二
）﹇
科
学
技
術
論
回
顧
﹈

「
形
態
共
振
の
汎
リ
ズ
ム
論
的
世
界
像
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
一
、三
）﹇
書
評
﹈

「
意
表
を
つ
く
局
面
を
開
く
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
一
、十
）﹇
書
評
﹈
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「
量
子
的
世
界
の
視
覚
化
」（『
モ
ロ
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
一
九
九
一
、十
）﹇
書
評
﹈

「
平
成
の
高
度
成
長
の
終
焉
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
一
、十
二
）﹇
科
学
技
術
論
回
顧
﹈

「
環
境
科
学
の
成
熟
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
二
、十
二
）﹇
科
学
技
術
論
回
顧
﹈

「
科
学
と
し
て
の
系
譜
」（『
文
化
会
議
』
一
九
九
三
、一
）﹇
書
評
﹈

「
緊
迫
し
た
論
争
の
ゲ
ー
ム
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
三
、四
）﹇
書
評
﹈

「
自
然
哲
学
の
可
能
性
」（『
科
学
史
研
究
』
一
九
九
三
、七
）﹇
書
評
﹈

「
自
己
と
環
境
の
起
源
」（『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
九
三
、八
）

「
自
己
組
織
化
の
観
点
か
ら
個
と
普
遍
の
統
合
の
試
み
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
三
、十
）﹇
書
評
﹈

「
自
己
の
在
り
方
を
再
考
」（『
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
一
九
九
四
、七
）﹇
対
談
﹈

「
作
動
す
る
シ
ス
テ
ム
」（『
イ
マ
ー
ゴ
』
一
九
九
四
、九
）﹇
対
談
﹈

「
精
神
医
学
を
シ
ス
テ
ム
論
的
に
再
編
」（『
図
書
新
聞
』
一
九
九
四
、九
）﹇
書
評
﹈

「
文
明
の
な
か
の
生
命
論
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
九
四
、十
二
）﹇
科
学
技
術
論
回
顧
﹈

「
哲
学
者
の
自
画
像
」（『
ア
エ
ラ
・
ム
ッ
ク
』
一
九
九
五
、一
）

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
デ
ー
タ
ー
・
パ
ル
』
一
九
九
五
、二
）

「
色
彩
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、一
）

「
ゲ
ー
テ
色
彩
論
完
訳
版
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
〇
、三
）﹇
書
評
﹈

「
変
化
の
記
述
法
」（『
談
』
二
〇
〇
〇
、四
）

「
動
き
の
か
た
ち
／
か
た
ち
の
動
き
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、四
）
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「
強
度
に
満
ち
た
曖
昧
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、四
）

「
舞
踏
・
身
体
・
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、四
）﹇
対
談
﹈

「
環
境
・
行
為
・
デ
ザ
イ
ン
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、四
）﹇
対
談
﹈

「
色
の
縁
、
光
の
縁
」（『
新
曜
社
目
録
』
二
〇
〇
〇
、六
）

「
自
己
の
境
界
、
現
実
の
境
界
」（『M

A
U

2001

』
二
〇
〇
〇,

六
）

「
外
的
目
的
と
内
的
目
的
の
接
続
」（『
カ
ン
ト
全
集
月
報
6
』

「
5
の
幾
何
学
、
5
の
物
理
学
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、七
）

「
光
の
素
顔
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
〇
、十
）

「
構
造
改
革
は
必
要
な
い
」（『Voice
』
二
〇
〇
〇
、十
一
）

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
現
代
思
想
フ
ォ
ー
カ
ス
』（
二
〇
〇
〇
、十
二
）

「
作
動
的
閉
鎖
性
」（『
武
蔵
野
美
術
』
二
〇
〇
一
、一
）

「
シ
ス
テ
ム
│
生
命
論
の
未
来
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、二
）﹇
対
談
﹈

「
環
境
の
拡
張
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、二
）﹇
対
談
﹈

「
遺
伝
子
VS
ミ
ー
ム
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
一
、十
）﹇
書
評
﹈

「
心
と
身
体
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、十
）﹇
対
談
﹈

「
哲
学
と
反
復
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
一
、十
二
）﹇
対
談
﹈

「
制
作
と
身
体
」（『SA

P

』
二
〇
〇
二
、一
）﹇
対
談
﹈

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
ア
エ
ラ
・
ム
ッ
ク
』
二
〇
〇
二
、一
）
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「
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
」「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」「
攪
乱
」「
共
感
的
領
域
」「
言
語
的
領
域
」「
構
造
的
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」「
自
己
言
及
」「
自

己
産
出
関
係
」「
自
己
組
織
系
」「
相
互
浸
透
」「
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
」「
ヴ
ァ
レ
ラ
」（『
情
報
科
学
事
典
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
、一
）﹇
事

典
項
目
﹈

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
臨
床
精
神
医
学
』
二
〇
〇
二
、三
）﹇
事
項
解
説
﹈

「
自
己
治
癒
と
経
験
の
変
貌
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
二
、三
）﹇
対
談
﹈

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
記
号
学
大
辞
典
』
二
〇
〇
二
、五
）﹇
事
典
項
目
﹈

「
生
成
す
る
多
様
体
」（『D

iatext

』
二
〇
〇
二
、八
）

「
創
造
性
の
回
路
」（『
京
都
新
聞
』
二
〇
〇
二
、八
）

「
日
常
か
ら
の
不
連
続
性
」（『
建
築
雑
誌
』
二
〇
〇
二
、十
）

「
口
腔
感
覚
の
可
能
性
」（『
談
』
二
〇
〇
二
、十
一
）

「
生
成
す
る
多
様
体
」（『
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ド
』
二
〇
〇
三
、三
）

「
情
動
の
形
成
」（『
情
動
と
乗
り
物
』
二
〇
〇
三
、三
）

「
揺
ら
ぎ
と
ノ
イ
ズ
」（『
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
と
形
成
』
二
〇
〇
三
、四
）

「
動
き
と
快
感
」（『
イ
マ
ー
ジ
ナ
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
ズ
』
解
題
二
〇
〇
三
、六
）

「
河
本
英
夫
『
精
神
医
学
』、『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス2001

』
プ
リ
コ
ジ
ン
『
混
沌
か
ら
の
秩
序
』」（『
精
神
医
学
文
献
事
典
』

二
〇
〇
三
、六
）﹇
事
典
項
目
﹈

「
口
腔
の
運
動
感
覚
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
三
、十
）

「
現
象
学
は
色
彩
の
多
様
性
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
」（『D

-Sign

』
二
〇
〇
三
、十
）﹇
書
評
﹈
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「
力
概
念
の
形
成
と
重
力
の
発
見
」（『
科
学
』
二
〇
〇
三
、十
）﹇
書
評
﹈

「
知
の
根
底
に
あ
る
生
命
へ
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
四
、四
）﹇
書
評
﹈

「
生
態
行
為
と
環
境
」（『D

-Sign

』
二
〇
〇
四
、四
）

「
イ
メ
ー
ジ
と
身
体
の
制
御
」（『
春
秋
』
二
〇
〇
四
、七
）
一─

四

「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
四
、九
）
八
〇─

八
三

「
解
題　

パ
ト
ス
と
応
答
の
間
の
現
象
学
」（『
思
想
』
二
〇
〇
四
、十
二
）
八
六─

八
七

「
読
書
目
録
上
・
中
・
下
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
四
、十
二
）

「
光
の
強
度
」（『
武
蔵
野
通
信
』
二
〇
〇
五
、二
）

「
建
築
の
希
望
」（『
春
秋
』
二
〇
〇
五
、二
）

「
ダ
ン
ス
の
希
望
」（『B

ones In Pages
』
二
〇
〇
五
、九
）

「
身
体
の
未
来
に
つ
い
て
」（『
情
況
』
二
〇
〇
六
、一
、三
）﹇
対
談
﹈

「
知
識
人
へ
の
コ
メ
ン
ト
」（『SIT

E
 ZE

R
O

 ZE
R

O
 SIT

E

』
二
〇
〇
六
、三
）

「
未
決
の
大
問
題
に
挑
む
構
想
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
五
、十
）﹇
書
評
﹈

「
人
間
再
生
の
た
め
に
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
六
、十
一
）﹇
対
談
﹈

「
情
動
の
回
路
」（『
談
』
二
〇
〇
六
、十
二
）﹇
対
談
﹈

「
意
識
は
多
元
的
か
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
六
、十
二
）﹇
書
評
﹈

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
目
指
す
も
の
」（『
サ
ス
テ
ナ
』
二
〇
〇
七
、十
）

「
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
見
え
て
く
る
触
覚
の
多
様
性
」（『
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
』
二
〇
〇
七
、十
二
）



27

「
感
覚
と
身
体
が
せ
め
ぎ
合
う
身
体
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
科
学
技
術
と
自
律
社
会
』
二
〇
〇
八
、四
）

「
経
験
を
変
化
さ
せ
る
道
筋
を
拓
く
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
八
、四
）﹇
書
評
﹈

「
天
命
反
転
は
二
度
到
来
す
る
」（『
三
鷹
天
命
反
転
住
宅
』
二
〇
〇
八
、四
）

「
認
知
科
学
と
現
象
学
に
多
く
の
謎
と
課
題
を
提
供
」（『
図
書
新
聞
』
二
〇
〇
八
、九
）﹇
書
評
﹈

「
ポ
ス
ト
構
造
主
義
的
な
ス
キ
ゾ
分
析
に
区
切
り
を
つ
け
る
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
八
、十
一
）﹇
書
評
﹈

「
つ
な
が
る
た
め
の
条
件
」（『
看
護
学
雑
誌
』
二
〇
〇
九
、二
）

「
複
雑
系
統
与
環
境
」（『
第
二
届
中
日
哲
学
論
伝
』
二
〇
〇
九
、四
）
二
〇
九─

二
一
二

「
関
わ
り
の
な
か
で
続
く
」（『
続
く
』
二
〇
〇
九
、六
）
八─

三
五
﹇
対
談
﹈

「
前
人
未
到
の
取
り
組
み
」（『
看
護
学
雑
誌
』
二
〇
〇
九
、七
）﹇
書
評
﹈

「
3
天
讀
僅　

哲
学
」（『
理
解
人
生
的
把
持
思
考
要
領
』
二
〇
〇
九
、十
）

「
近
さ
と
経
験
」（『
談
』
二
〇
〇
九
、十
二
）﹇
対
談
﹈

「
私
は
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
」（『
談
』
二
〇
〇
九
、十
二
）﹇
対
談
﹈

「
よ
り
明
確
に
公
共
化
さ
れ
て
い
く
岡
田
慎
一
郎
さ
ん
の
身
体
技
法
」（『
看
護
学
雑
誌
』
二
〇
〇
九
、十
二
）﹇
書
評
﹈

「
複
雑
系
科
学
の
先
駆
者
と
し
て
の
寺
田
寅
彦
」（『
寺
田
寅
彦
全
集
』
月
報
六
、二
〇
一
〇
、一
）

「
フ
ロ
イ
ト
に
隣
接
す
る
も
の
」（『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
月
報
三
、二
〇
一
〇
、二
）

「
ネ
オ
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
21
世
紀
の
知
」（『
思
想
』
二
〇
一
〇
、七
）﹇
対
談
﹈

「
規
格
外
の
死
」（『
春
秋
』
二
〇
一
〇
、七
）﹇
追
悼
文
﹈

「
そ
れ
で
も
天
命
は
反
転
す
る
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
一
〇
、七
）﹇
荒
川
追
悼
文
﹈
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「
荒
川
修
作
の
死
な
な
い
」（『N

E
U

T
R

A
L

』
二
〇
一
〇
、八
）

「
隙
間
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
二
〇
一
〇
、十
一
）

「
褒
め
る
こ
と
と
嘘
の
間
」（『
山
形
頼
洋
先
生
追
悼
論
集
』
二
〇
一
一
、一
）﹇
山
形
頼
洋
追
悼
文
﹈

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」「
カ
オ
ス
理
論
」「
構
造
主
義
」「
現
象
学
」（『
現
代
精
神
医
学
事
典
』
二
〇
一
一
、十
）﹇
事
典
項
目
﹈

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
課
題

│
東
日
本
大
震
災
に
直
面
し
て
」（『
サ
ス
テ
ナ
』
二
〇
一
一
、十
）﹇
対
談
﹈

「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
か
ら
学
ぶ
」（『
産
経
新
聞
』
二
〇
一
一
、十
一
）﹇
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
﹈

「
シ
ス
テ
ム
」（『
日
本
の
か
た
ち
を
よ
む
事
典
』
二
〇
一
一
、十
二
）﹇
事
典
項
目
﹈

「
世
界
与
知
党
」（『
哲
学
三
、
天
明
白
』
二
〇
一
二
、四
）
一
〇
七─

一
二
八
﹇
中
国
語
論
文
﹈

「
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム
│
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
日
本
感
性
福
祉
学
会
報
告
』
二
〇
一
二
、七
）﹇
講
演
記
録
﹈

「
人
間
再
生
の
可
能
性
」（『
日
本
感
性
福
祉
学
会
報
告
』
第
十
号
、
日
本
感
性
福
祉
学
会
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
三
四─

七
〇
頁
。

「
生
命
と
全
体
の
輪
郭
」（『
広
告
・
恋
す
る
芸
術
と
科
学
』
三
九
〇
巻
、
二
〇
一
二
、十
一
）﹇
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
﹈

「
思
い
出
の
一
歩
手
前
」（『
神
経
現
象
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
二
〇
一
二
、十
一
）﹇
人
見
眞
理
追
悼
文
﹈

「
天
命
反
転
の
シ
ス
テ
ム
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
研
究　

第
七
巻
別
冊
』
二
〇
一
三
、三
）　

五
五─

六
三

「
発
達
と
は
ど
の
よ
う
な
問
い
か
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
研
究　

第
七
巻
別
冊
』
二
〇
一
三
、三
）
八
五─

九
二

「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」『
ア
ル
フ
ァ
ー
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
武
蔵
野
美
大
、
二
〇
一
三
、三
）﹇
対
談
要
旨
﹈

「
天
命
は
な
お
反
転
す
る　

人
間
再
生
の
た
め
の
環
境
」（T

IE
PH

,　

ニ
ュ
ー
ス
。
レ
タ
ー
、
二
〇
一
三
、七
）
三

「
働
き
と
い
う
自
己
表
現
」（『
向
井
周
太
郎　

世
界
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
身
振
り
』
武
蔵
野
美
大
、
二
〇
一
三
、九
）
一
三─

一
五

「
行
為
シ
ス
テ
ム
と
認
知
神
経
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
」（
認
知
神
経
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
冊
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子
、
二
〇
一
三
、十
一
）

「
カ
リ
フ
ォ
リ
ニ
ア
視
察
」（T

IE
PH

、
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
タ
ー
、
二
〇
一
三
、十
二
）
二

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
組
織
化
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
八
巻
別
冊
。
二
〇
一
四
、三
）

一
一
四─
一
一
六

「
方
法
と
し
て
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
八
巻
別
冊
、
二─

一
四
、三
）
一
七
八─

一
八
九

「
い
の
ち
の
尊
さ
を
考
え
る
」T

IE
PH

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
四
月
、
一─

二
頁

「
イ
ー
ス
ト
・
コ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
」T

IE
PH

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、
一─

二
頁

「
私
は
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
」（
宮
本
省
三
氏
と
対
談
）『
談　

100

号
記
念
選
集
』（
水
曜
社
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、

四
六
八─

四
六
〇
頁
）

稀
本
・
奇
書
書
評
、
フ
ー
リ
エ
『
四
運
動
の
理
論
』、
ユ
ン
グ
『
赤
の
書
』、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
『
人
智
学
』、
折
口
信
夫
『
死
者
の
書
』、

荒
川
修
作
・
マ
ド
リ
ン
ギ
ン
ズ
『
意
味
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』『
へ
ん
な
本
大
全
』（
風
来
堂
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
八
八─

九
三

「
天
命
反
転
ト
ー
ク
」（
田
中
泯
氏
と
対
談
）（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
第
9
号
別
冊
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
二
一─

一
四
九

「
遂
行
的
記
憶
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
第
9
号
別
冊
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
〇
三─

一
〇
四

「
ド
イ
ツ
文
化
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
」（T

IE
PH

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o21

、
二
〇
一
五
年
五
月
）

「
即
興
ダ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（T

IE
PH

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o21

、
二
〇
一
五
年
五
月
）

「
天
命
反
転
ト
ー
ク
」（T

IE
PH

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o21

、
二
〇
一
五
年
五
月
）

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
生
物
学
」（﹇
中
村
桂
子
氏
と
の
対
談
﹈『
ゲ
ノ
ム
の
見
る
夢
』
二
〇
一
五
年
六
月
青
土
社
）
一
四
〇─

一
九
四
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「『
エ
コ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
刊
行
（T

IE
PH

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o.22,

二
〇
一
五
年
十
月
）

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
身
体
と
環
境
」（T

IE
PH

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o.22,

二
〇
一
五
年
十
月
）

「T
IE

PH
定
例
研
究
会
」（T

IE
PH

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o.22,

二
〇
一
五
年
十
月
）

「
ド
イ
ツ
農
業
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
巻
別
冊
、
二
〇
一
六
年
、
二
月
）
一
九─

二
四

「
課
題
と
し
て
の
里
山
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
巻
別
冊
、
二
〇
一
六
年
、
二
月
）
六
一─

七
二

「A
fter our Fukushim

a
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
巻
別
冊
、
二
〇
一
六
年
、
二
月
）﹇
鼎
談
﹈
一
〇
九─

一
二
二

「
シ
ス
テ
ム
的
抑
制

│
人
間
再
生
の
壁
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
巻
別
冊
、
二
〇
一
六
年
、
二
月
）
一
六
七─

一
七
二

「
即
興
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
身
体
の
内
発
性
』」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
巻
別
冊
、
二
〇
一
六
年
、
二
月
）﹇
岩
下

徹
氏
と
の
対
談
﹈
一
八
五─

二
〇
一

「
身
体
と
環
境
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
十
巻
、
二
〇
一
六
年
、
二
月
）﹇
和
栗
由
紀
夫
氏
、
シ
ュ
テ
ン
ガ
ー
教
授
と
の
鼎
談
﹈

二
〇
五─

二
三
三

「
環
境─

人
間
の
組
織
化
」（
鼎
談
）『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』Vol.11

別
冊
、
二
〇
一
七
年
、
二
月
、
一
〇
七─

一
二
〇

「
未
了
・
未
決
の
人

│
長
島
隆
先
生
に
贈
る
言
葉
」（『
白
山
哲
学
』
二
〇
一
七
年
二
月
）
一─

四

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
13
の
向
こ
う
へ
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』Vol.12

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
一
五─

一
二
七
﹇
山
田
利

明
氏
と
の
対
談
﹈

「
“
舞
踏
？
”
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
舞
踏
と
は
何
か
』」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
別
冊
』Vol.12,

二
一
〇
八
年
三
月
、八
一─

九
三
﹇
向

雲
太
郎
氏
と
の
対
談
﹈

「
情
報
科
学
技
術
社
会　

は
じ
め
に
」『
情
報　

身
体　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』Vol.8
別
冊
二
〇
一
八
年
三
月
三─

五
、
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「
哲
学
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」『
本
』（
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
四
六─

四
七

「
情
報
科
学
技
術
社
会　

は
じ
め
に
Ⅱ　

」『
情
報　

知
能　

自
然
』Vol.9

別
冊　

二
〇
一
九
年
三
月
、
三─

四
、

「
身
体
の
自
然
性

│
向
雲
太
郎
氏
と
の
対
談
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
三
三─

一
四
一

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
神
経
症
」（K

AW
A

M
O

T
O

/H
P

、
二
〇
二
〇
、三
）

「
情
報
暴
走
族
」（K

AW
A

M
O

T
O

/H
P

、
二
〇
二
〇
、三
）

「
不
思
議
な
挫
折
」（K

AW
A

M
O

T
O

/H
P

、
二
〇
二
〇
、三
）

「
環
境
へ
の
強
度
性
の
回
復
」（『
エ
コ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
一
五
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
一─

四

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
記
」『
わ
た
し
が
選
ん
だ
こ
の
一
冊
』（
河
合
塾
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）
一
三

「
ロ
ー
カ
ル
・
ゾ
ン
ビ
」（K

AW
A

M
O

T
O

/H
P

）（
二
〇
二
一
年
一
月
）

「
舞
踏
生
態
学
」（
鼎
談
、
海
野
敏
、
鈴
木
信
一
）（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
』
第
一
六
巻
、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二

年
二
月
）
一
四
一─

一
八
五

「
鈴
木
信
一
著
『
即
興
ダ
ン
ス
セ
ラ
ピ
ー
の
哲
学

│
身
体
運
動
・
他
者
・
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
』
の
書
評
」（『
境
界
を
超
え
て

│
比
較

文
明
学
の
現
在
』（
立
教
比
較
文
明
学
会
紀
要
）、
第
二
二
号
、
二
〇
二
二
年
二
月
、
一
八
一─

一
八
七
）

「
住
む
こ
と
の
経
験
を
再
編
す
る
た
め
に
」（
鼎
談
、
河
本
英
夫
、
十
川
幸
司
、
村
山
悟
郎
）、
大
崎
晴
地
編
『
障
害
の
家
と
自
由
な
身
体
』

（
晶
文
社
、
二
〇
二
三
年
）
七
三─

九
三




